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発芽への環境条件の影響

070321 第54回日本生態学会@愛媛大学

・北海道日高北部森林管理署110林班
・林内の、96本の倒木を調査対象とした

本研究の目的

測定項目（倒木1mごと）
・樹種別の発芽数（2004 – 2006年の各年）
・環境条件：倒木のコケの高さ・硬度、 rPPFD、区画
内の最大個体の樹高（被陰）
・倒木の表面形状：トドマツ・ダケカンバ・エゾマツ樹皮
、樹皮なし、コケ薄（< 20mm）、コケ厚（≥ 20mm）

倒木上でのエゾマツとトドマツの
発芽に適した環境条件を示す

・エゾマツはほぼ倒木から更新し、トドマツも
多くは倒木から更新している
・倒木間でも更新密度には大きな差がある

・両樹種の更新可能な条件は限定的である
・しかし過去の研究では、倒木の環境条件
は定性的な腐朽度でしか評価されていない

・本発表では、環境条件の影響が強い発芽
と、具体的な環境条件の関係を検討

環境条件 エゾマツ トドマツ
rPPFD ＋ n.s.
コケの高さ － ＋
硬度 － －

最大個体の樹高 － n.s.
＋は発芽数に正の影響を、－は負の影響を与えていたことを示し、
n.s.はモデル選択の結果、選択されなかったことを示す。

解析方法
・環境条件の影響：GLM+モデル選択（AIC）
  従属変数：発芽数
  独立変数：環境条件（表面形状除く、倒木の面積を
Offset項として投入）
・表面形状間で、実生密度を多重比較
・環境条件間の関係を散布図によって検討

・エゾマツ：コケなしでも発芽（エゾマツ樹皮）
 暗く、コケが高い場合発芽が困難
・トドマツ：発芽にはコケが必要
 他の環境条件の影響は強くない

以下のような環境条件が影響？
①倒木への種子の到達
－倒木の表面形状、倒木の硬度
②倒木上での発芽
－倒木上のコケの高さ、
　 倒木の硬度、光環境

①
②

環境条件間の関係
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・硬度の低下　→　コケの高さ　　　   増加
（腐朽の進行）　    最大個体の樹高 増加

倒木の硬度 (kg cm-2)

異なるシンボルは有意差を示す（Steel-Dwass検定, p < 0.05）

ト
ド

マ
ツ

ダ
ケ

カ
ン

バ
エ

ゾ
マ

ツ
樹

皮
な

し

コ
ケ

薄

コ
ケ

厚

エゾマツ トドマツ

実
生

密
度

 (m
-2
)

ト
ド

マ
ツ

ダ
ケ

カ
ン

バ
エ

ゾ
マ

ツ
樹

皮
な

し

コ
ケ

薄

コ
ケ

厚

a abc

c

bc bc

b
a abc b b

c c

・エゾマツ：倒木の発生初期に集中的
に倒木に定着
・トドマツ：コケの発生後に定着開始、
エゾマツよりも長期間定着が可能

発芽への表面形状の影響


